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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年7月9日(2020.7.9)

【公開番号】特開2020-31658(P2020-31658A)
【公開日】令和2年3月5日(2020.3.5)
【年通号数】公開・登録公報2020-009
【出願番号】特願2019-202921(P2019-202921)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/44     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/113    (2010.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/6813   (2018.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/686    (2018.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/145    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/569    (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/6888   (2018.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/44     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    7/00     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/113    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｋ   16/10     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/6813   　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｑ    1/02     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/686    　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/145    　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/76     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/39     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/569    　　　Ｌ
   Ｃ１２Ｑ    1/6888   　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年5月27日(2020.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号：2、4、6、8、10、12、14、18、20、22、24、26、28、30、48、50、52、54、
56、58、60、62、64、66、68、70、72、74、76もしくは78に示されるアミノ酸配列をコー
ドするポリヌクレオチド、または該ポリヌクレオチドが配列番号：2、4、6、8、10、12、
14、18、20、22、24、26、28、30、48、50、52、54、56、58、60、62、64、66、68、70、
72、74、76もしくは78に示されるアミノ酸配列と95％またはそれよりも高い配列同一性を
持つポリペプチドをコードするポリヌクレオチド、
または、
　配列番号：2、4、6、8、10、12、14、18、20、22、24、26、28、30、48、50、52、54、
56、58、60、62、64、66、68、70、72、74、76もしくは78に示されるアミノ酸配列を持つ
ポリペプチド、または配列番号：2、4、6、8、10、12、14、18、20、22、24、26、28、30
、48、50、52、54、56、58、60、62、64、66、68、70、72、74、76もしくは78に示される
アミノ酸配列と95％またはそれよりも高い配列同一性を持つポリペプチドを含み、
イヌ科動物に感染することができる分離されたイヌインフルエンザウイルスであって、
不活化または弱毒化されており、インフルエンザA型である、前記ウイルス。
【請求項２】
　請求項1記載のイヌインフルエンザウイルスのゲノムセグメントまたは遺伝子を含み、
配列番号：2、4、6、8、10、12、14、18、20、22、24、26、28、30、48、50、52、54、56
、58、60、62、64、66、68、70、72、74、76もしくは78に示されるアミノ酸配列と95％ま
たはそれよりも高い配列同一性を持つポリペプチドをコードする単離されたポリヌクレオ
チドを含む、ポリヌクレオチド発現構築物。
【請求項３】
　非ヒト動物にイヌインフルエンザウイルスに対する免疫応答を誘発するための方法であ
って、請求項1記載のイヌインフルエンザウイルスを含む組成物の有効量を該動物に投与
する段階を含む、前記方法。
【請求項４】
　免疫応答が動物のインフルエンザウイルスによる感染を予防または阻害する防御免疫応
答である、請求項3記載の方法。
【請求項５】
　組成物がアジュバントをさらに含む、請求項3記載の方法。
【請求項６】
　動物がイヌ科である、請求項3記載の方法。
【請求項７】
　イヌ科動物が飼い慣らされたイヌである、請求項6記載の方法。
【請求項８】
　組成物が非経口的に投与される、請求項3記載の方法。
【請求項９】
　組成物が経皮的、腹腔内または筋肉内に投与される、請求項8記載の方法。
【請求項１０】
　組成物が鼻腔または経口的に投与される、請求項3記載の方法。
【請求項１１】
　イヌ科動物に感染することができるインフルエンザウイルスに由来する一以上の遺伝子
のヌクレオチド配列を含むポリヌクレオチドを含む、組み換えウイルスベクターまたはポ
リヌクレオチドベクターであって、配列番号：2、4、6、8、10、12、14、18、20、22、24
、26、28、30、48、50、52、54、56、58、60、62、64、66、68、70、72、74、76もしくは
78に示されるアミノ酸配列を含むポリペプチドをコードするポリヌクレオチド、または配
列番号：2、4、6、8、10、12、14、18、20、22、24、26、28、30、48、50、52、54、56、
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58、60、62、64、66、68、70、72、74、76もしくは78に示されるアミノ酸配列と95％また
はそれよりも高い配列同一性を持つポリペプチドをコードするポリヌクレオチドを含む、
前記ベクター。
【請求項１２】
　配列番号：1、3、5、7、9、11、13、17、19、21、23、25、27、29、47、49、51、53、5
5、57、59、61、63、65、67、69、71、73、75もしくは77に示されるヌクレオチド配列を
含むポリヌクレオチド、または配列番号：1、3、5、7、9、11、13、17、19、21、23、25
、27、29、47、49、51、53、55、57、59、61、63、65、67、69、71、73、75もしくは77に
示されるヌクレオチド配列と95％もしくはそれよりも高い配列同一性を持つポリヌクレオ
チドを含む、請求項11に記載のベクター。
【請求項１３】
　アデノウイルス、アビボックス、ヘルペスウイルス、ワクシニアウイルス、カナリアポ
ックス、エントモポックス、ブタポックスまたはウェストナイルウイルスに由来する、請
求項11に記載のベクター。
【請求項１４】
　カナリアポックスウイルスベクターである、請求項11に記載のベクター。
【請求項１５】
　該ポリヌクレオチドベクターが、ウイルスベクターである、請求項11に記載のベクター
。
【請求項１６】
　請求項1記載のインフルエンザウイルス;
請求項11～15のいずれか一項に記載の組み換えウイルスベクターまたはポリヌクレオチド
ベクター; または、
請求項2に記載のポリヌクレオチド発現構築物; 
を含む、ワクチン。
【請求項１７】
　薬学的に許容される担体または希釈剤を含む、請求項16記載のワクチン。
【請求項１８】
　アジュバントを含む、請求項16記載のワクチン。
【請求項１９】
　該ウイルスが不活化または弱毒化されている、請求項16記載のワクチン。
【請求項２０】
　非ヒト動物にイヌインフルエンザウイルスに対する免疫応答を誘発するための方法であ
って、
a) 請求項1記載のインフルエンザウイルス;
b) 請求項11～15のいずれか一項に記載の組み換えウイルスベクターまたはポリヌクレオ
チドベクター;
c) 請求項16～19のいずれか一項に記載のワクチン；または、
d) 請求項2に記載のポリヌクレオチド発現構築物; 
を含む組成物の有効量を前記動物に投与する段階を含む、前記方法。
【請求項２１】
　免疫応答が該動物のインフルエンザウイルスによる感染を予防または阻害する防御免疫
応答である、請求項20記載の方法。
【請求項２２】
　組成物がアジュバントをさらに含む、請求項20記載の方法。
【請求項２３】
　動物がイヌ科である、請求項20記載の方法。
【請求項２４】
　イヌ科動物が飼い慣らされたイヌである、請求項23記載の方法。
【請求項２５】
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　組成物が非経口的に投与される、請求項20記載の方法。
【請求項２６】
　組成物が経皮的、腹腔内または筋肉内に投与される、請求項25記載の方法。
【請求項２７】
　組成物が鼻腔または経口的に投与される、請求項20記載の方法。
【請求項２８】
　配列番号：1、3、5、7、9、11、13、17、19、21、23、25、27、29、47、49、51、53、5
5、57、59、61、63、65、67、69、71、73、75もしくは77に示されるヌクレオチド配列を
持つポリヌクレオチドを含み、または該ポリヌクレオチドが配列番号：1、3、5、7、9、1
1、13、17、19、21、23、25、27、29、47、49、51、53、55、57、59、61、63、65、67、6
9、71、73、75もしくは77に示されるヌクレオチド配列と95％もしくはそれよりも高い配
列同一性を持つ、イヌ科動物に感染することができる、分離されたインフルエンザウイル
ス。
【請求項２９】
　ボルデテラワクチン、アデノウイルスワクチン、およびパラインフルエンザウイルスワ
クチンからなる群より選択される少なくとも一つのワクチンと併用して、前記組成物が前
記動物に投与される、請求項20記載の方法。
【請求項３０】
　イヌインフルエンザウイルスのポリヌクレオチドに特異的に結合する、配列番号：35、
36、37、38、39、40、41、42、43、44、45、46、79、80、81、82、83、84、85、86、87、
または88のいずれかのヌクレオチド配列を含むオリゴヌクレオチドまたはその断片もしく
は変異体。
【請求項３１】
　請求項2に記載のポリヌクレオチド発現構築物によりコードされる単離されたポリペプ
チド。
【請求項３２】
　請求項31に記載のポリペプチドのエピトープに特異的に結合する単離された抗体。
【請求項３３】
　前記抗体がモノクローナル抗体である、請求項32記載の抗体。
【請求項３４】
　動物由来の生物試料を得て、請求項1または請求項28のインフルエンザウイルスのタン
パク質、ポリペプチド、またはペプチドに結合する抗体またはリガンドの存在について、
該試料をスクリーニングする段階を含む、イヌ科動物に感染することができるインフルエ
ンザウイルスの検出方法。
【請求項３５】
　イヌ科動物に感染することのできるインフルエンザウイルスを検出するための方法であ
って、動物から核酸試料を得る段階、および該核酸試料を請求項30記載のオリゴヌクレオ
チドと接触させる段階、および該オリゴヌクレオチドがストリンジェントな条件下におい
て該核酸にハイブリダイズするか否かを調べる段階を含む、前記方法。
【請求項３６】
　イヌ科動物に感染することのできるインフルエンザウイルスに対して抗ウイルス活性を
持つ化合物をスクリーニングするための方法であって、請求項1または請求項28記載のウ
イルスに感染したまたは該ウイルスを含む細胞を試験化合物と接触させる段階、および該
試験化合物が該細胞における該ウイルスの活性を阻害するかどうかを調べる段階を含む、
前記方法。
【請求項３７】
　請求項1または請求項28記載のインフルエンザウイルスの少なくとも1つの遺伝子、ゲノ
ムセグメントまたはポリヌクレオチドを含むリアソータントなウイルス。
【請求項３８】
　イヌ科動物に感染することができるインフルエンザウイルスを検出するための方法であ
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って、動物から核酸を含む試料を得る段階、および核酸がプライマーが結合する配列を含
む場合に、増幅産物の生成に十分な条件下において該ウイルスのポリヌクレオチドまたは
遺伝子配列に対して特異的に結合するフォワードおよびリバースオリゴヌクレオチドプラ
イマーに該核酸試料を接触させる段階；ならびに該増幅産物を検出する段階を含む、前記
方法。
【請求項３９】
　請求項28記載のインフルエンザウイルス;
請求項11～15のいずれか一項に記載の組み換えウイルスベクターまたはポリヌクレオチド
ベクター; または、
請求項2に記載のポリヌクレオチド発現構築物; 
を含む、ワクチン。
【請求項４０】
　薬学的に許容される担体または希釈剤を含む、請求項39記載のワクチン。
【請求項４１】
　アジュバントを含む、請求項39記載のワクチン。
【請求項４２】
　該ウイルスが不活化または弱毒化されている、請求項39記載のワクチン。
【請求項４３】
　非ヒト動物にイヌインフルエンザウイルスに対する免疫応答を誘発するための方法であ
って、
a) 請求項28記載のインフルエンザウイルス;
b) 請求項11～15のいずれか一項に記載の組み換えウイルスベクターまたはポリヌクレオ
チドベクター;
c) 請求項16～19のいずれか一項に記載のワクチン；または、
d) 請求項2に記載のポリヌクレオチド発現構築物; 
を含む組成物の有効量を前記動物に投与する段階を含む、前記方法。
【請求項４４】
　免疫応答が該動物のインフルエンザウイルスによる感染を予防または阻害する防御免疫
応答である、請求項43記載の方法。
【請求項４５】
　組成物がアジュバントをさらに含む、請求項43記載の方法。
【請求項４６】
　動物がイヌ科である、請求項43記載の方法。
【請求項４７】
　イヌ科動物が飼い慣らされたイヌである、請求項46記載の方法。
【請求項４８】
　組成物が非経口的に投与される、請求項43記載の方法。
【請求項４９】
　組成物が経皮的、腹腔内または筋肉内に投与される、請求項48記載の方法。
【請求項５０】
　組成物が鼻腔または経口的に投与される、請求項43記載の方法。
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